
令和６年度 第１回 厚木高等学校運営協議会 議事録 

 

日 時  令和６年６月 28 日（金） 14：30～16：30 

場 所  厚木高等学校 会議室 

 

０ 授業見学 

   ・３年生から１年生へ、昨年１年間に取り組んだ課題研究の英語による発表（教室で実施）や

２年生の通常授業の見学。 

１ 開会、校長あいさつ 

   ・コミュニティ・スクールについてパンフレットに基づき説明。昨年度作成した４年間の目

標に基づき、今年度は SSHⅢ期の計画作成にご協力いただきたい。 

２ 委員委嘱・紹介 

   ・委嘱状の交付。校長より紹介。 

３ 協議 

（１） 授業見学（主に研究発表）について 

（委員）１年生がその場で英語で質問しているのはレベルが高い。 

（委員）質問者が事前に決まっていないのならレベルが高い。→ 決まっていない。 

（委員）この取組はいつから行っているのか。→ 10 年前から。 

    この時期に３年生から１年生へ、数値で示す研究を見せるのは良いこと。 

（委員）教室でクラス全体へプロジェクターを使って発表するなら、ポスターを投影するので

はなくパワーポイントの方がよかったのではないか。 

  （委員）英語で発表する目的は何か。その目的が指導者に共有されているとよい。 

（２）令和６年度の学校目標について 

→ 案のとおり承認 

（３）令和６年度の学校運営協議会について 

  （校長）今年の大きな課題は SSHⅢ期申請である。SSH の取組と学校運営協議会の取組をつなげ

ることで２つの部会の活性化にもつながる。SSH 運営指導委員にもメンバーに入って

いただき目線を合わせていきたい。 

  （委員）部会はこの分け方でよい。自分たちが何をしたらよいかが明確となってよい。 

  （委員）部会を分けることで、より深い議論になる。 

  （委員）今、地域でこんな活動をしているということを、一緒に参加し活動してわかってほし

い。できるところからスタートしたい。 

  （委員）（８月末に厚木高校の生徒が厚木中学校の生徒に、SSH の取組や課題研究について説明、

発表を行う企画があるが、例えばこのような取組から）SSH である厚木高校生徒の活動

によって、中学校の「探究の時間」を変えていくことができたら、それは成果になるの

ではないか。そして、地域の生徒が厚木高校に多く入学することで、地域の課題に向か

うことができるようになるのではないか。 

４ 閉会 
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